イタリアとイギリスの世紀末詩人と彼らをとりまく社会的･経済的コンテクスト by 辻,昌宏
明治大学人文科学研究所紀要　第47冊　（2000）135－147
イタリアとイギリスの世紀末詩人と彼らをとりまく
　　　　　社会的・経済的コンテクスト
辻 昌　宏
136
Abstract
The　social－economical　context　of　Italian　and　English　poets
of　fin－de－si6cle
TSUJI　Masahiro
　　　This　paper　aims　to　see　and　try　to　understand　not　only　the　poems　of　the　ltalian　and　English　poets
of　the且n－de－si6cle　but　also　their　background　with　the　emphasis　on　their　social－economical　back－
ground。　Usually　their　poems　are　considered　to　be　the　fnlits　of　their　personal　temperament　and　when
broader　contexts　are　taken　into　consideration，　only　their　precedent　poets　or　their　cultural　contexts　are
discussed．　But　I　think　a　wider　viewpoint　is　necessary　to　understalld　and　appreciate　their　literary
works　because　these　poets　cannot　be　isolated　from　their　society．
　　　For　example，　urbanization　of　the　mid　19th　century　and　the　second　industrial　revolution　greatly
in且uenced　the　contents　of　Beaudelaire’s　poems　which　are　contentiously　the　most　in且uential　source　of
decadent　poさms　both　in　England　and　Italy．　And　more　signi且cantly，　the　gloomy　atmQsphere　of　the
poems　of　the　fin－de－si6cle　poets　originates　not　only　from　the　poetS，　personal　sentiment　but　also　from
the　great　depression　from　1873　to　1895，　which　had　a　great　in且uence　on　the　ordillary　people’s　milld
and　sentiment．
　　From　this　point　of　view，　we　cannot　say　the　English　decadent　poets　are　llot　derived　from　their　En－
glish　predecessors　and　in　the　same　way　the　Italian　decadent　poets　are　not　derived　from　their　Italian
predecessors．　We　might　say　both　English　decadent　poets　and　the　Italian　poets　have　a　common　socia1－
economical　background．　In　a　word　they　are　both　european　decadent　poets．
Poeti　italiani　ed　inglesi　di　fin－de－si6cle　e　loro　contesto
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
SOC10－eCOnOmlCO
TSUJI　Masahiro
　　　Il　mio　saggio　sta　cercando　di　vedere　ed　apprezzare　non　solo　le　poesie　dei　poeti　italiani　ed　inglesi
ma　anche　lo　sfondo　del　loro　colltesto　socio－economico　in　particolare．　Di　solito　Ie　loro　liriche　sono　con－
siderate　come　frutto　dei　loro　temperamenti　personali　e　anche　quando　si　considera　un　contesto　pi血　am－
pio，　solo　i　poeti　precedenti　o　il　loro　contesto　culturale　sono　inclusi．　Ma　penso　che　un　punto　di　Vista　pfu
ampio　sia　necessario　per　capire　ed　apprezzare　bene　delle　opere，　perch6　questi　poeti　non　si　possono　con－
siderare　come　personaggi　isolati　dalla　loro　societa．
　　　Per　esempio，1’urbanizzazione　a　meta　dell’800　e　Ia　seconda　rivoluzione　industriale　hanllo　molto
in且uenzato　i　contenuti　del1’opera　beaudelairiana　che　i…　spesso　ritenuta　all’origine　della　poesia
decadente　sia　in　Inghilterra　sia　che　Italia，　La　piil　lugubre　atmosfera　della　poesia　fin－de－si6cle　ha
origine　non　solo　nei　sentimenti　personali　ma　anche　nella　grande　depressione　economica　che　va　dal
1873a11895　e　che　ha　avuto　una　grande　in且uenza　sulla　mente　e　sui　sentimenti　della　gente　comune．
　　　Da　questo　punto　di　vista，　non　si　pu6　dire　che　i　poeti　decadenti　inglesi　siano　derivati　dai　loro
predecessori　inglesi；n6，　allo　stesso　modo，　si　pu6　dire　che　quelli　italiani　siano　derivati　dai　loro　predeces－
sori　italiani．　Cio6　si　puδ　affermare　che　i　poeti　decadenti　inglesi　e　quelli　italiani　hanno　un　comune　con－
testo　socia1－economico．　In　breve，　sono　entrambi　poeti　europei．
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《個人研究》
イタリアとイギリスの世紀末詩人と彼らをとりまく
　　　　　　　　社会的・経済的コンテクスト
辻 昌　宏
序
　イタリアとイギリスの世紀末詩人について考察するに先立って，世紀末のイタリアなりイギリスは
どんな社会であったか，あるいはどんな経済状態で，一般の人々はどんな思いで暮らしていたかを考
えてみたい。詩人も，たとえ彼自身の意識としては，一般社会に背を向けていることも少なくはない
のだが，その場合も，反発という形で非常に強くまた鋭敏にその時代の社会や政治，経済を意識して
いることが多いのである。イタリア人やイギリス人にとっては，あるいは常識に属する時代風潮であ
っても，われわれのように地理的にも文化圏としてもヨーロッパから遠く離れた所に暮らす人間とし
ては，その時代の社会・文化・政治・経済と切り離して，作品を味わおうとするかつてのニュー・ク
リティシズム的あるいはそれに多大な影響をこうむった考え方は，妥当でないと僕は考える。しか
し，そういった考え方はかつては日本にも強固にはびこっていた。それは何故か？　一つには，T．
S．エリオットの影響力の強さ（それは，アメリカでのニュー・クリティシズムにも顕著である）が
あげられよう。しかし，そういった優れた個人の影響を越えて，文学研究におけるこうした傾向が長
らく続いたことには，もっと大きな社会的な文脈があると思う。それは何か？　一言で言えば，冷戦
構造からの自己防衛である。冷戦構造下にあっては，ともすれば，作品なり作家なりの持つメッセー
ジが右か左といったことで，それを価値判断に結びつけてしまう人たちもあったろう（アメリカのマ
ッカーシー旋風や，旧ソ連における社会主義リアリズム礼讃はその極端な例である）し，その害も明
白である。その害から，文学自身を守るために取られた戦略の一つが，眼の前にぶらさがっていたも
のだから，作品自体をその様々なコソテクストから切り離しその構造や美を迫求するという方法がこ
れほど定着してしまったのではないか，と僕は思う。基本的には，この戦略が大きく間違っていたと
は思わないが，どんな薬にも副作用はつきものである。一部の文学研究者の，ニュー・ヒストリシズ
ムやポスト・コロニアリズムやフェミニズムへの貧欲かつ性急な取り込み方を見ると，かつての文化
的・社会的・歴史的文脈から切り離した文学研究への反動から，振り子が逆に振れすぎているように
思われる場合なしとしないのである。即ち，文学作品がある歴史の一時点のあるイデオロギーやメン
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タリティーを立証するための一資料あるいは史料に過ぎないのであれば，それは文学研究ではなく
て，歴史学の文献研究に他ならないであろう。無論，両者の相互交流，クロスレファレソスは望まし
いことであるのは言うまでもない。僕は，上に述べたような様々な文脈がクロスする地点に，文学作
品を位置付けたうえで，その作品に固有の価値を見出していくのが，少なくとも，歴史的な作品を理
解するうえでの，基本的なアプローチではないかと考えている。
1．十九世紀後半のヨーロッパ
　世紀末を考えるに先立って，十九世紀後半を通して，この時代がどんな時代であったかを見ておき
たい。ヨーロッパの前半と後半をわけるものは，1848年の二月革命である。これはフラソスにおけ
る一大事件であるだけでなく，ヨーロッパ各地に伝染した。イタリアでは，それに先駆けて，1月に
反乱が勃発し，シチリア臨時政府が成立，フェルディナソドニ世は憲法発布の承認をせさるを得なく
なる。すると，それに刺激をうけた諸邦での世論の盛り上がりにおされて，フィレンツェ，トリー
ノ，そしてローマ（教皇庁のお膝元ローマでも一時的にローマ共和国が成立したのだった）で，憲法
や憲章が承認されたのである。ただし，これらの憲法や憲章は，フランスでは時代遅れとされた
1830年の憲法を範とするものであった。さらに，ドイッ諸邦では三月革命が起こった。こうした動
きに触発されて，イギリスではチャーティスト（労働者による政治闘争）による大デモソストレーシ
ョンが展開された。が，この運動は所期の目的を達せぬまま，工業化による波にのみこまれてしまう
のである（註1）。
　この二月革命後，フランスではナポレオン・ボナパルトによる第二帝政が成立する。ここでは，
1849年から1873年を一つの時期とし，さらに次の時期は，1873年から1895年とする。これは，あく
までもヨーロッパ全体を見通すための区切りであって，もう少しミクロに見た場合には，それぞれ固
有の事情が生じてくる。例えば，イタリアに関して言えば，1815年以降のメッテルニッヒによる王
政復古体制は，自由や独立を求めるロマン派の動きと密接に絡み合っており，それは1861年のイタ
リアの国家統一まで続くのである。また，それと似た状況はドイッ諸邦にもあって，こちらは1871
年に統一がなったのである。しかしながら，ヨーロッパを大きく捉える時，時代の区切りを一応，
1849年から73年および73年から95年とすると，前者は第二帝政の時期であり，後者は大不況の時代
としてくくることが出来る。ただし第二帝政の時期も変化がなかったわけではなく，前半の1850年
代は，共和派への弾圧，出版言論の統制，カトリックや王統派との妥協などが目立ち，専制的かつ抑
圧的な体制である。しかし1860年代になると経済の自由主義化，それにともなって政治的自由化政
策がとられるようになる。50～60年代のフランスは産業革命の完成期にあたり，力強い経済発展，
かつて経験したことのないような高度経済成長を味わったのである。
　この工業化は何をもたらしたか？　一言で言えば都市化の加速である。これは「従来の静態的な社
会構造や牧歌的な社会関係を一変させる」（註2）きっかけとなったのである。単に従来の都市を膨
張させただけではなくて，全国的なコミュとケーショソ網を成立させた。具体的には，運河網，道路
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網の整備につづき，鉄道建設が積極的に推し進められたのである。1870年の時点では，ヨーロッパ
に75000キロの鉄道が敷かれている。ちなみに，イタリアでは，1839年にナーポリーポルティチ間
（13キロ）に初めて鉄道が開通した。しかしイタリアでもっとも早く鉄道綱が整ったのは，ピエモン
テであった。アダム・スミスの信奉者で自由貿易主義者だったカヴールは，産業基盤を育成するため
に，大規模な公共事業を推進した。ノヴァーラ周辺を灌概する運河，南仏方面へのトンネル，そして
鉄道である。1859年時点で，他のイタリア諸邦の鉄道の総延長が986キロだったのに対し，ピエモソ
テー国で850キロに達していたのである（註3）。
　こうして都市と都市，都市と農村が従来にない密度で結びつき，都市の価値観が農村にまで流入す
る事態となる。ボードレールのr悪の華』（初版1857年）も，こうした都市の意味合いの変化の中で，
生まれるべくして生まれた傑作といえよう。
　一方，第二の時期はどんな時代であったろう？　1873年の経済危機は，ヴィーンの株式市場の暴
落から始まるのだが，それは普仏戦争の結果，50億フラソの賠償金をフラソスが払い，投機的資金
が膨張したのだが，その結果生じたものである（註4）。しかし，より深い原因は，他にあった。即
ち，鉄道投資の飽和と農業危機である。1870年前後には，鉄道はヨーロッパをおおいつくし，新た
な路線を必要としていなかった。また，農業に関しては，アメリカからより安い農産物が入ってきた
ため，供給過剰となり，ヨーロッパの農業が危機に瀕したのであった。
　その結果，市場が収縮してしまい，先進工業国は生産物を売りさばくことができなくなってしまっ
たのである。
　大不況の時代（1873年から1895年）において，先進工業国とは，イギリス，フランス，ドイツ，
アメリカ，そして日本であったが，これらの国々はこの危機に対して，三つの方法で対処した（註
5）。1）国内産業をまもるため，外国からの輸入品に高関税をかける保護主義。2）弱小企業を吸収
・合併し，いくつかの巨大企業をつくり，自由競争の余地を小さくする。3）アジアやアフリカに植
民地を築き，自国の製品の市場を拡大し，原材料を掌握し，自国からそこへ移民するための受け皿と
した。こうして，自由主義経済の時代は終りを告げ，経済的にも，政治的，軍事的にも帝国主義の時
代が誕生したのであった。
　アフリカ分割をテーマとするベルリソ会議が1884年から85年に開催され，イギリス，ドイッ，フ
ランス，ベルギー，ポルトガルそしてイタリアによるアフリカの植民地化が進められる。一方アジア
では，イギリス，ドイッが勢力を拡張していくが，そこへ日本も繰り出していくというわけだ。環太
平洋地域では，ハワイ，ポリネシアやフィリピンにアメリカが進出するし，アメリカはラテン・アメ
リカ地域でも経済的覇権を確実なものとしていく。こうして，地球上のすべての土地が，一握りの強
国により分割されていき，北の強国による南の植民地化が大規模な形で進んで行くのであった。こう
した状況は，白人はすぐれているのだというイデオロギーのもとに，文明を広めるという口実と，ヨ
ーロッパの人口問題の解決法として，繰り広げられた。こういったイデオロギーの具体例としてラド
ヤード・キプリソグの詩‘The　W　hite　Man’s　Burden’の第一節を見てみることにしよう。
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The　White　Man’s　Burden
　　　1899
（The　United　States　and　the　Philippine　Islands）
Take　up　the　White　Man’s　burden－
　　Send　forth　the　best　ye　breed－
　Go　bind　your　sons　to　exile
　　To　serve　your　captives’need；
　To　wait　in　heavy　harness
　　On　fluttered　folk　and　wild－
　Your　new－caught，　sullen　peoples，
　　Half　devil　and　half　child．
（大意）
　　白人の責務
　　　1899年
（アメリカ合衆国とフィリピン諸島）
白人の責務を背負おう
　君らの育むもっとも優れた者を送り込もう一
君らの子弟を義務的に国外へ出し
　囚われた人々の要求に応え，
重いくびきを背負って
　興奮した，未開の人々に仕えるのだ一
君らの新たに捕らえた，不機嫌そうに沈黙する人々，
　半ば邪悪で，半ば幼稚な。
というわけで，二行目と四行目が‘breed’と‘need’で韻を踏み，六行目と八行目が‘wild’と‘child’
で韻を踏んでいるが，第二連以下でも韻の踏み方は同じである。副題の「1899年（アメリカ合衆国
とフィリピン諸島）」というのは，もちろん，米西戦争に勝利したアメリカがスペインからフィリピ
ン（他にグアム，プエルトリコ）を獲得したとされる事件に言及したものと思われる。米西戦争で，
フィリピンがスペインからアメリカに領有権が移譲されたというのは，それで間違いというわけでは
ないが，実情は，つぶさに見れば，もっと複雑である。実は，フィリピンにはフィリピン人による独
立運動がスペイン占領下で始まっていたのである。最初は，比較的穏健なプロパガンダ運動とよばれ
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る改革運動が形成されたが，その要求は全く実現せず，変わって武力革命を目指す秘密結社カティプ
ーナソが結成された。そして準備不足のまま96年8月革命が開始されると，98年4月革命軍支援を
名目にアメリカが介入してくる。しかしアメリカの真意がフィリピソ支配にあることを知った革命軍
は日本に援助をあおごうと，M，ポンセらを日本に派遣し，武器調達を画策する。しかし日本政府
は，アメリカのフィリピン介入に対し中立の態度を表明しており表立って援助はできない。ポンセ
は，孫文の仲介で宮崎酒天，犬養毅を知り，陸軍から中古の村田銃などを払い下げてもらう。この
間，スペインとアメリカは手を打ち，パリ条約で，スペインはアメリカにフィリピンの領有権を譲り
渡してしまう。革命軍の方はというと，99年1月にマロロス憲法（ルソン島のマロロス町に革命議
会があったのでこの名がある）を制定し，第一次フィリピン共和国（通称マロロス共和国）が発足す
る。99年2月には革命軍とアメリカとの間にフィリピン・アメリカ戦争が勃発。日本軍から払い下
げをうけた武器・弾薬は長崎港を出発するが台風にあい沈没，フィリピン軍はゲリラ戦を展開するも
のの，近代装備にまさるアメリカ軍の前に敗退を余儀なくされたのであった（註5）。こうしてみる
と，アメリカはキューバ独立に名をかりて，カリブ海を制覇し（キューバは結局，アメリカの保護国
となったのである），フィリピン，グアムを手に入れて，西大西洋へ進出する根拠地を獲得したのは
明白である。こうした経緯をキプリングがどれくらい正確に把握していたか，僕は知らない。知って
いて，こんな詩を書いていたら，より悪質な帝国主義者だということになろう。しかし，知っていた
にせよ，知らぬにせよ，まったく「いい気な」視点から‘The　White　Man’s　Burden’が描かれている
ことは言うまでもない。さらに重要と思われることは，こういったcomplacencyに満ちた詩がイギ
リスの中産階級には人気を博したということだ。読者は，こういった自国あるいは白人の行動を正当
化するような詩を求めていたのである。ただし，公平を期して追加すれば，アメリカの統治はたしか
に啓蒙主義的な側面を持っていなかったとは言えない。なぜなら，アメリカは侵略戦争のさなかか
ら，全国各地に小学校を建設し，小学校から大学までアメリカのカリキュラムに基づいて英語で授業
を行ったからである。つまり，教育が支配の道具でもあり，被支配民族の啓蒙にもなりうるというわ
けだ。しかし，革命政府の作った憲法は，革命政権の性格上議会の権限が強いという特色こそあるも
のの，三権分立，代議制，基本的人権の保障，国家と宗教の分離などを定めた立派なものであり，白
人に統治してもらわねばならぬ「未開人」でなかったことは明らかだ。しかし，キプリソグは一方的
に彼らが「野蛮で，半ば邪悪で，半ば幼稚」であると，決めてかかっているのだ。これは，支配者に
とってのみ，まことに都合のよい視点であると言わねばなるまい。
　キプリングは現地人を指す時には，‘且uttered　folk　and　wild’（興奮した，未開の）などといい，白
人の行為については，第二連で‘To　seek　another’s　profit，／And　work　another’s　gain．’（他者の利を求
め，他者の得するよう働く）と言う。しかし，白人が「善意」を持って行動しても，第三連では，
And　when　your　goal　is　nearest
　The　end　for　others　sought，
Watch　Sloth　and　heathen　Folly
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Bring　all　your　hope　to　nought．
（大意）
君らのゴールが近づいて，
　　他人のために求めた目標が見えてきても，
怠惰と異教徒の愚行ゆえに，
　　君らの希望は無に帰するやもしれぬ。
　白人の「善意」の行動も，異教徒の愚行により無に帰するかもしれぬというのだから，まったくの
野蛮人あつかいである。‘heathen’というのは，フィリピソ人の9割がカトリック，すなわちキリス
ト教徒であることをキプリソグが知らなかったのか，あるいは少数のイスラム教徒によるゲリラ戦で
の抵抗が激しかったのを知ってのことか，あるいはまた，ここでの‘heathen’は野蛮なといういう意
味で使っているのかもしれないが，ここでキプリソグの帝国主義を正当化するために，不当に現地人
を既めていることに変わりはない。
　僕がここでこの詩を引用したのは，十九世紀後半の3つのフェイズ，即ち，①1848－1873年のブル
ジョワによる自山主義の時代，②1873－1895年の大不況の時代，③1896－1910年の第二産業革命およ
び帝国主義の時代のうち最後の時代をもっとも忠実に反映する詩の内容であり，受容のされかたであ
ったと考えるからだ。
　この第三の時期（1896－1910）は，アジア・アフリカ地域の植民地化が進んだばかりではなく，技
術革新によっても欧米経済の発展の基礎が築かれた。電話，無線電信，写真が普及し，世紀末には映
画，自動車，タイプライターなどが誕生するが，もっとも画期的だったのはエディソンによる79年
の白熱灯の発明およびこれに電力を供給する配電システムの考案（1882年ロンドソとニューヨーク
で運転開始）と送電システムの確立である。エディソン自身は送電には，直流が適していると考えて
いたのだが，1880年代から90年代の直流対交流の競争期をへて，電圧を自由に変えられる交流が勝
利をおさめていく。これに並行して，様々な形式のモーター（電動機）が発明され，実用化されてい
く。
　こうした世の変化は，作家によってすばやく取り込まれている。例えばフェデリーゴ・トッツィの
短編‘Una　recita　cinematografica’（映画の撮影）の末尾には，映画撮影でのリハーサル場面がある。
　彼らは映画俳優だ。人形を川の欄干に置いている。身投げする人間のダミーだ。俳優たちは，最初
は自分らだけでおしゃべりをすることになっており，人形が落ちると，気づいたふりをする。叫びな
がら駆けより，川を覗きこもうと欄干から身をのり出す。
　　今はリハーサル中だ…（註7）
悩める主人公はテベレ河畔をさまよっているのだが，たまたま，映画どりの場に出会い，映画のよ
143
イタリアとイギリスの世紀末詩人と彼らをとりまく社会的・経済的コンテクスト
うに身投げをしても，嘲笑されるだけだと思い至り，もう自殺はできぬと苦悩しながらきびすを返す
のである。
　また，例えば，『ダブリナーズ』のなかの短編‘After　the　Race’（レースの後で）の冒頭では，
　自動車がダブリンを目指してつぎつぎにすっ飛んで来た。ネイス道路という溝の中を，弾丸のよう
に，すべるように。見物人がイソチコアの丘の頂にむらがって，出発点に馳せ戻って来る自動車を見
守っていた。この貧困と無為の人垣を抜けて，ヨーロッパ大陸はおのれの富と勤勉を走らせた。（高
松雄一訳一註8）
　The　car　came　scudding　in　towards　Dublin，　running　evenly　like　pellets　in　the　groove　of　the　Naas
Road．　At　the　crest　of　the　hill　at　Inchicore　sightseers　had　gathered　in　clumps　to　watch　the　cars　career－
ing　homeward　and　through　this　chanllel　of　poverty　and　inaction　of　the　Continent　sped　its　wealth　and　in－
dustry。
　冒頭の自動車のスピードを弾丸にたとえて強調する部分は，未来派ばりの見立てであるが，この物
語は1903年にアイルランドで催された第四回ゴードン・ベネット杯自動車レースが下敷きになって
おり，最初に雑誌に発表されたのも1904年であるから，マリネッティがフィガロ紙に「未来派宣言」
を発表した1909年より5年も前のことである。だから，未来派の影響は後に，パウソドやウィンダ
ム・ルイス，アポリネールらに見られるものの，ジョイスに関してはむしろ，自動車や自動車レース
の出現，それにともなうスピード感に同時代入として，両者とも鋭敏に反応しているのだというこ
とを確認しておきたい。ジョイスにおいては，疾走する車のスピード感を描写すると同時に，ヨーロ
ッパのエネルギーとアイルラソド人の受動性（‘clumps一塊’，‘inaction一無為’）が鮮やかにアレゴリ
カルなまでに対比されており，そのどぎつい対照は表現主義的といってもよいかもしれない。
　ジョイスは一筆でヨーロッパの富と勤勉とを活写しているが，それこそが第二次産業革命の結果と
原因であり，それを支える哲学がテイラー主義として，十九世紀末から20世紀初頭にかけて理論化
されていた。テイラーは労働者の一日の標準作業量（課業一task）を客観的に定めるために「動作研
究」と「時間研究」を導入した。そしてこの標準作業量を達成したものには高い賃率を，達成できぬ
ものには低い賃率を適用するという「異率出来高払制度」が提唱され，さらに，工場組織に生産計画
・課業設定・訓練などを担当する計画部と生産現場部門の分離が発案された。これがテイラー・シス
テムと呼ばれる工場などの科学的管理法の原型となったのである。
　さて，イタリアの場合，産業の発達は，遅れてやってきた。金属・機械工業が，アンサルドによっ
て，1853年ジェーノヴァに誕生したとはいうものの，国家統一前後のイタリアの工業化は，ヨーロ
ッパの他の先進工業国に比べ大きく遅れていた。カヴールの自由主義経済政策により，関税が下げら
れたため，イタリアには原材料となる資源も乏しく，とりわけ石炭が取れぬため，農業国となってい
くのではないかと考えるものも多かった。しかし，1878年と1887年に関税の見直しが行われ，78年
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には，繊維産業（毛および綿織物）への保護が，87年にはさらにそれを強化するとともに他の産業
（鉄鋼業製品など）をも保護する方針がとられたのである。
　たとえばこの時期を代表する企業家の一人で，広い視野と見識をもっていたヴィチェンツァのアレ
ッサソドロ・ロッシは，5000人の工員を擁する羊毛加工工場を経営していたが，彼は工場の周囲に
福利厚生施設を作った。保育園，学校，浴場，礼拝堂，劇場といった具合だ。
　1876年にデプレーティス（Agostino　Dpretis　1813－1887）左派内閣が成立すると，大胆な改革が行
われるのではないかとある者は期待し，またある者は怖れたのだが，実際にはデプレーティスはtras－
formismo（変質主義）とよばれる右派をも取り込む多数派工作で，妥協的政策をとったのである。
彼が政権の中心にいた1880年代に鉄鋼業が発達を見せる。これは下からの自発的成長を待ち切れぬ
と考えた支配階層が，ドイッ流に上からの援助でもって産業を育成していこうとするものであった。
たとえば，1884年に設立された製鉄所テルニ社の最大の顧客は海軍であったし，造船業や海運会社
も国家の保護をうけていたが，特にテルニ社の例は，経済の帝国主義化の過程とも重なっているので
ある。
　こうして，イタリアが産業革命の過程へと離陸できたのは，1890年代から1900年代にかけてのこ
とであったが，これは先進国の第二次産業革命と一周遅れで重なることになった。この時期，1899
年にトリーノで自動車メーカーのFIATが設立されたのである。しかしこういった工業発展を見た
のは，トリーノ，ミラーノ，ジェーノヴァといった北の一部の地域に限定され，南部は封建的な大土
地所有制度が残存したままであった。南部の問題に関しては，フランケッティ（Leopoldo　Fran－
chetti）やソソニーノ（Sidney　Sonnino）による調査（『1876年のシチリア』）により，広く世に知ら
れるようになったのだが，結局，問題は現代にいたるまで解決を見ていない。
?
　ここまでで概観した十九紀後半の都市化，工業化にいち早く反応した感性は，ボー一一　Fレールであっ
たと言えよう。人間と世界の関係が，直接性を失い，より人工的な，ヴァーチャルなものとなってき
たのがこの時代の特徴である。ボードレールはもはや自然の美をおおらかに賛美することはなく，む
しろ都会の憂欝や，一見醜悪と見えるもののなかに潜む驚異を歌うのである。
　一方で，ボードレールは，ブルジョアが経済力をつけ社会の中心となるにつれ，芸術家が社会から
孤立し，疎外されることも感じていた。『悪の華』のなかの‘L’albatros（アホウドリ）’を見てみよ
う。
L’Albatros
Souvent，　pour　s’amuser，1es　hommes　d’6quipage
Prennent　des　albatros，　vastes　oiseaux　des　mers，
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Qui　suivent，　indolents　compagnons　de　voyage，
Le　navire　glissant　sur　les　gouffres　amers．
Apeine　les　ont－ils　d6pos6s　sur　les　planches，
Que　ces　rois　de　1’azur，　maladroits　et　honteux，
Laissent　piteusement　leurs　grandes　ailes　blanches
Comme　des　avirons　tralner　a　c6t6　d’eux．
Ce　voyageur　ai16，　comme　il　est　guache　et　veule1
Lui，　nagu6re　si　beau，　qu’il　est　comique　et　laid！
L，un　agace　son　bec　avec　un　br負le－gueule，
L’aUtre　mime，　en　bOitant，1’iinfirme　qUi　VOIait．
Le　Po6te　est　semblable　au　prince　des　nu6es
Qui　hante　la　temp6te　et　se　rit　de　l’archer；
Exi16　sur　le　sol　au　milieu　des　hu6es，
Ses　ailes　de　g6ant　1’empachent　de　marcher，
あほう鳥
船乗りたちがしばしば，遊び半分，
生けどりにするあほう鳥は，巨大な海の鳥類，
旅の気ままな道つれとなって，
苦い淵の上をすべる船についてくるやつだ。
甲板の上に水夫らが横たえたかと思うと，
これら蒼宵の王者たちは，ぎごちなく身を恥じさま，
その白く大きな翼をみじめったらしく
擢さながら両脇にだらりと引きずる。
この翼ある旅人の，なんと不様なだらしなさ！
先ほどはあんなに美しかったのが，何と滑稽で醜いこと！
ある者はパイプで嗜をつつきまわし，
ある者は肢ひきひき，飛んでいた不具者の真似をする！
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暴風雨の中を飛びまわり，射手をあざ笑う
雲の王者に，〈詩人〉も似ている。
地上に流され，勢子たちに難し立てられては，
巨人めいた翼も歩みのさまたげとなるばかり。
　　　　　　　　　　　　　　　　（阿部良雄訳　　註9）
　ここでは，第四連であほう鳥が詩人に似ていると，アレゴリーの表象と中身が，明示的に語られて
いる。その点は，先に見たジョイスの短編のヨーロッパ対アイルランドのアレゴリカルな扱いにも通
じるところがある。いうまでもなくボードレールにおいては，水夫たち対あほう鳥の関係が，実は市
民階級対詩人のアレゴリーになっているわけだ。
　こうして，「私」と「世界」の分裂した状態が近代の詩人の基本的な在り方となっていく。ボード
レール以降の詩人たちは，ロマン派をある部分では受け継いで理想を求めながら，しかし現実のブル
ジョワ社会の価値観と合い入れず，理想が達成し得ないことも認識せさるをえないのである。社会へ
の幻滅は，1848年の革命運動の挫折以降いっそう強まっていく。この自己と社会の対比をボードレ
ールは描いたわけだが，世紀末の詩人たちにとって状況はいっそう行き詰まっている。そこで，芸術
家として取りうる態度といえば，社会に背を向け，芸術の世界の中に閉じこもってしまうことであっ
た。つまり社会との積極的な関わりを自ら放棄し，主人公は社会的敗残者や変わり者や受身で諦めき
った者であるといった傾向が顕著になってくる。
　以上，見てきたように，19世紀半ばから世紀末にかけて，詩人をはじめとする芸術家は孤立の度
合いを深めていくが，それは社会・経済的状況との齪酷から生じたものであり，これを芸術の特定の
ジャソルの自発的運動とのみ見るのでは，とりわけ文化圏の異なるわれわれにとっては，理解の及ば
ぬところが多くなってしまうであろう。それゆえ，詩人の作品が同時代の社会・政治・経済に還元さ
れるなどという単純化は退けねばならぬが，そういった広いコンテクストを踏まえて作品を読み解く
ことが，これまで以上にわれわれの文学研究に求められていると僕は考えている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註
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